ラット肝移植後免疫反応のFK778単独およびFK778-FK506併用による抑制効果の検討 by 山本, 訓史
氏     名 山 本 訓 史
学 位 の 種 類  博   士（医  学） 
学 位 記 番 号  第4676号 
学位授与年月日  平成17年3月24日 
学位授与の要件  学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名  FK778 and FK506 combination therapy to control acute rejection after ratliver  
allotransplantation. 
（ラット肝移植後免疫反応のFK 778単独およびFK 778－FK506併用による抑制効果の検討） 
論文審査委員  主 査 教 授 広 橋 一 裕   副主査 教 授 三 浦 克 之 
         副主査 教 授 末 廣 茂 文 
 











日目からの投与でongoing acute r jectionも抑制した。併用療法ではFK778; 20 mg・kg-1・day-1, FK506; .125 
mg・kg-1・day-1のcombinationでacute rejectionの発症を抑制し且つFK778単剤療法に比べ移植肝の状態は
より良好であった。 
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mg/kg/dayであった。FK778は細胞性免疫反応だけでなく液性免疫反応も抑制した。また同用量の術後7日目か
らの投与で進行急性拒絶も抑制した。FK778; 20 m/kg/day、およびFK506; 0.125 mg/kg/dayの併用で急性拒絶
の発症を抑制し且つFK778単剤療法に比べ移植肝の状態はより良好であった。 
【結論】：ラット肝移植モデルに於いてFK778投与で急性拒絶の発生および進行急性拒絶を抑制した。至適用量
は20 mg/kg/dayであった。FK506との併用療法はFK778単剤療法に比べ良好な移植肝を維持した。 
本研究はFK778の急性拒絶に対する有効性を示したもので、肝移植において制御困難な拒絶発生時の新しい選
択肢を投じたと考えられる。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
